

























































































































































































































































③ ljー ダーシッブ/スポンサーの質(強力な1)ー ダーと有能なスポンサーを抱えているか?)
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内の各所に(統合されるべきγ断片'として放燈されたまま分散して存在しているケースを挙
げている。実際、新しく e強い'コア事業を構築するためには、さまぎまなケイパピリティを組
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者は一度企業の中心部から外れた‘外側'から客観的に会社を挑める機会を得ているがゆえに、
会社の裸の事実を冷静に認識し、組織の不合理な点を見出し、適切に対処することが可能となっ
ている曲、仮説として提示している{新原、2003:124-126)。
